












検討に際しては、口語訳（新約 1954 年）、そして新共同訳聖書（1987 年）以降に発
行された翻訳の中からとくに新改訳第 3 版（2003 年）と岩波訳（ここでは 2004 年発
行の合本）、フランシスコ会訳（2013 年発行の合本）、さらに個人訳の中から田川建
三訳（2007 年／ 2009 年（4））を比較のために併せて参照する。
（ 1 ） 本稿は、2013 年 3 月 15 日に行われた、日本聖書協会新翻訳事業新約部会における講演「新共同訳に
おける対応箇所の翻訳問題――第二パウロ書簡の場合――」に基づいているが、他の諸訳との比較考
察等を新たに加えて改稿した。
（ 2 ） 詳細は拙著『偽名書簡の謎を解く：パウロなき後のキリスト教』（新教出版社、2013 年）を参照され
たい。
（ 3 ） 拙稿「ユダ書・第二ペトロ書の翻訳について――新共同訳を中心に――」、『聖書翻訳研究』（日本聖
書翻訳研究会）第 31 号（2008 年）51-63 頁。








（１）Ⅱテサ 2.1 ／Ⅰテサ 5.12
Ⅱテサ 2.1: VErwtw/men de. u`ma/j( avdelfoi,( 「さて、兄弟たち、……についてお願いした
い。」















（２）Ⅱテサ 3.8 ／Ⅰテサ 2.9
Ⅱテサ 3.8: avllV evn ko,pw| kai. mo,cqw| nukto.j kai. h`me,raj evrgazo,menoi pro.j to. mh. evpibarh/sai, 
tina u`mw/n 「むしろ、だれにも負担をかけまいと、夜昼大変苦労して、働き続け
たのです。」
Ⅰテサ 2.9: to.n ko,pon h`mw/n kai. to.n mo,cqon\ nukto.j kai. h`me,raj evrgazo,menoi pro.j to. mh. 




（ 5 ） ここから、新共同訳、岩波訳、新改訳、フランシスコ会訳のⅡテサ 2.1 における「さて」は口語訳の
影響だとわかる。



























（３）Ⅱテサ 1.10 ／ローマ 1.16
Ⅱテサ 1.10: o[tan e;lqh| evndoxasqh/nai evn toi/j a`gi,oij auvtou/ kai. qaumasqh/nai evn pa/sin toi/j 
pisteu,sasin( 「主が来られるとき、主はご自分の聖なる者たちの間であがめられ、
また、すべて信じる者たちの間でほめたたえられるのです」
ローマ 1.16: du,namij ga.r qeou/ evstin eivj swthri,an panti. tw/| pisteu,onti( VIoudai,w| te prw/ton 
kai. {EllhniÅ「ユダヤ人をはじめ、ギリシア人にも、信じる者すべてに救いをも
たらす神の力だからです」






（ 7 ） フランシスコ会訳と新改訳は、ⅠテサロニケでもⅡテサロニケでも、「昼も夜も」と訳しているが、
ギリシア語底本で「夜と昼」なのをひっくり返した理由は何であろうか。









（４）Ⅱテサ 3.5 ／Ⅰテサ 3.11
Ⅱテサ 3.5: ~O de. ku,rioj kateuqu,nai u`mw/n ta.j kardi,aj eivj th.n avga,phn tou/ qeou/ kai. eivj th.n 
u`pomonh.n tou/ Cristou/Å 「どうか、主が、あなたがたに神の愛とキリストの忍耐と
を深く悟らせてくださるように」
Ⅰテサ 3.11: Auvto.j de. o` qeo.j kai. path.r h`mw/n kai. o` ku,rioj h`mw/n VIhsou/j kateuqu,nai th.n 

















（ 9 ） 動詞 kateuqu,nw は euvqu,nw（まっすぐに導く）に、「向かって」の意の接頭辞 kata- を付したもの。
（10） 田川訳のⅠテサ 3.11 に付された訳注参照。
（11） 希求法は新約では稀だが、完全に使われなくなっているわけではない。F. Blass/ A. Debrunner, 





（１）コロ 1.1 ／Ⅱコリ 1.1






















（２）コロ 2.12 ／ローマ 6.4
コロ 2.12: suntafe,ntej auvtw/| evn tw/| baptismw/| 「洗礼によって、キリストと共に葬られ」


















（３）コロ 3.25 ／ローマ 2.8-11
コロ 3.25: o` ga.r avdikw/n komi,setai o] hvdi,khsen( kai. ouvk e;stin proswpolhmyi,aÅ「不義を行
う者は、その不義の報いを受けるでしょう。そこには分け隔てはありません」
ローマ 2.8-11: toi/j de. evx evriqei,aj kai. avpeiqou/si th/| avlhqei,a| peiqome,noij de. th/| avdiki,a| ovrgh. 







　この語は「顔を取る」（pro,swpon lamba,nw（16）、レビ 19.15; 申 16.19; 詩 81[82].2; シラ
4.22; 35.13[16]; マラ 1.8; 2.9 他）から来た造語だが、七十人訳には用例がなく、ユダ
ヤ教文献でも「ヨブの遺訓」43.13 にしか出て来ない。この文書の成立年代ははっき
（14） 新共同訳のローマ 6.4 も翻訳が正確でない。「死に至る洗礼」の「死」は、キリストの死と解する（C. 
E. B. Cranﬁeld, The Epistle to the Romans, vol. 1 [ICC], Edinburgh: T&T Clark, 1975, 304; U. ヴィルケンス





（15） さらにエフェ 6.9 でも、この名詞が「分け隔てなさらない」と動詞のように訳されている。







初期キリスト教文献における用例から見て（ローマ 2.11; コロサイ 3.25; エフェソ 6.9; 










（４）コロ 3.10 ／ガラ 3.27
コ ロ 3.10: kai. evndusa,menoi to.n ne,on to.n avnakainou,menon eivj evpi,gnwsin katV eivko,na tou/ 
kti,santoj auvto,n 「造り主の姿に倣う新しい人を身に着け、日々新たにされて、真
の知識に達するのです」
ガラ 3.27: o[soi ga.r eivj Cristo.n evbapti,sqhte( Cristo.n evnedu,sasqe 「洗礼を受けてキリス
トに結ばれたあなたがたは皆、キリストを着ているからです」




（17） 土岐健治（「ヨブの遺訓」、『聖書外典偽典』別巻・補遺Ⅰ、教文館、1985 年［第 2 版］、370 頁）は、
新約聖書との表現上の類似が多いことを根拠に、紀元後 1 世紀と推定する。R. P. Spittler (Testament of 
Job, in: J. H. Charlesworth [ed.], The Old Testament Pseudepigrapha, vol. 1, New York et al.: Doubleday, 1983, 
833-834) は「推測」と断りつつ、紀元前 1 世紀後半アレクサンドリアのテラペウタイ派に遡る可能性
を考えている。
（18） J. H. Moulton/ G. Milligan, The Vocabulary of the Greek Testament, London: Hodder and Stoughton, 1930, 553 
(Art. proswpolhmpte,w).















（５）コロ 3.18 ／Ⅰコリ 14.34
コロ 3.18: Ai` gunai/kej( u`pota,ssesqe toi/j avndra,sin w`j avnh/ken evn kuri,w| 「妻たちよ、主を
信じる者にふさわしく、夫に仕えなさい」
Ⅰコリ 14.34: ai` gunai/kej evn tai/j evkklhsi,aij siga,twsan\ ouv ga.r evpitre,petai auvtai/j lalei/n( 












（１）エフェ 1.4 ／コロ 1.22
エフェ 1.4: kaqw.j evxele,xato h`ma/j evn auvtw/| pro. katabolh/j ko,smou ei=nai h`ma/j a`gi,ouj kai. 
avmw,mouj katenw,pion auvtou/ evn avga,ph| 「天地創造の前に、神は私たちを愛して（25）、
御自分の前で聖なる者、汚れのない者にしようと、キリストにおいてお選びにな
りました」
コロ 1.22: nuni. de. avpokath,llaxen evn tw/| sw,mati th/j sarko.j auvtou/ dia. tou/ qana,tou parasth/sai 





（25） 新共同訳のように「神はわたしたちを愛して」と訳すのは、evn avga,ph| が evxele,xato と離れすぎている
ので困難を伴う。evn avga,ph| は後続する 5 節 proori,saj h`ma/j eivj ui`oqesi,an dia. VIhsou/ Cristou/ eivj auvto,n
とつなげる方が良いという見解もあり（例、H. Hübner, An Philemon. An die Kolosser. An die Epheser 







（２）エフェ 1.7 ／コロ 1.14
エフェ 1.7: VEn w-| e;comen th.n avpolu,trwsin dia. tou/ ai[matoj auvtou/( th.n a;fesin tw/n paraptwma,twn 
「わたしたちはこの御子において、その血によって贖われ、罪を赦されました」












（３）エフェ 1.22 ／Ⅰコリ 15.27
エフェ 1.22: kai. pa,nta u`pe,taxen u`po. tou.j po,daj auvtou/ 「神はまた、すべてのものをキリ
ストの足もとに従わせ」










（28） ちなみに、代表的な英訳聖書でも、RSV とその改訂版 NRSV は “trespasses” と “sins” に訳し分けてい
るが、NEB および REB は “sins” に揃えてしまっている。
74－　　－
第二パウロと真正パウロ








（４）エフェ 3.8 ／Ⅰコリ 15.9
エフェ 3.8: VEmoi. tw/| evlacistote,rw| pa,ntwn a`gi,wn evdo,qh h` ca,rij au[th 「この恵みは、聖な
る者たちすべての中で最もつまらない者であるわたしに与えられました」





















（31） エフェ 3.8 を RSV/NRSV は “the very least”、NEB/REB は “less than the least” としている。ルター訳
（1984 年）は “der allergeringste”。
75－　　－
神學研究　第 61 号
　下記のように新共同訳は、誤訳と思われる 2 例も含めると、7 通りの訳し分けを行
なっている。
「（あなたがたに）勧めます」ローマ 12.1; 16.17; Ⅰコリ 4.16; Ⅱコリ 6.1(pl.); フィリ
4.2(bis); Ⅰテサ 4.1(pl.); 4.10(pl.); 5.14; Ⅰテモ 2.1














（１）Ⅰテモ 2.6 ／マコ 10.45
Ⅰテモ 2.6: o` dou.j e`auto.n avnti,lutron u`pe.r pa,ntwn 「この方はすべての人の贖いとして御
自身を献げられました」
マルコ 10.45: dou/nai th.n yuch.n auvtou/ lu,tron avnti. pollw/n「多くの人の身代金として自
分の命を献げるために」
　この両箇所には伝承史的関連が推測できる。そもそも「身代金」という語が新約で
は稀だし（avnti,lutron はこの箇所のみ。lu,tron はマルコ 10.45 と並行箇所であるマタ




とを言うのに avpolu,trwsij（lu,tron に「～から」を示す接頭辞 avpo- と、抽象名詞を作
る語尾 -sij を付して、身代金を払って買い戻す行為を示す）を用いている（ローマ







（２）Ⅰテモ 2.7 ／ローマ 9.1
Ⅰテモ 2.7: avlh,qeian le,gw ouv yeu,domai 「わたしは真実を語っており、偽りは言ってい
ません」














様の不統一がしばしば現れる事実からわかる（Ⅱテサ 2.1; 3.5; コロ 3.25; エフェ
1.22 など参照）。こういった「団体訳」では、真正パウロ書簡と第二パウロ書簡
を別々の訳者が担当していると考えられるが、その場合には、異なる文書の訳
（32） ｢身代金」「贖い」の用語法については、田川『新約聖書』Ⅳ、144-145 頁（ローマ 3.24 への訳注）お
よび同『キリスト教思想への招待』勁草書房、2004 年、191-205 頁参照。
（33） evn Cristw/| を「キリストに結ばれた（者として）」と意訳するべきでないことは、田川訳が再三再四
指摘しているが、フランシスコ会訳もこの訳語を採用している。他の諸訳には見られない訳語なの
で、フランシスコ会訳は新共同訳を真似たのであろう（あるいは同じ訳者だったか？）。
（34） 中には、口語訳ではきちんと統一されていた訳語が新共同訳で乱れてしまった例もある。Ⅱテサ 3.8; 













である。的確な翻訳は釈義の成果として現れる（コロ 2.12 ／ローマ 6.4、およ
びⅠテモ 2.6 ／マルコ 10.45 の対応関係など）。それゆえ、拙速な翻訳作業とな
らないよう、釈義に十分な時間をとった上で翻訳がなされる必要がある。新共









（36） 個人訳である田川訳でも、コロ 3.25 や 3.18 のように、訳語が統一されていない例が見受けられるが、
今後合本が作られる際に調整が図られるものと思われる。
